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2010 年 4 月 5 日 

 

各  位 

東京都品川区南大井六丁目 25 番 3 号

日本通信株式会社

代表取締役社長 三田 聖二

（コード番号：9424）

問合せ先 代表取締役専務 COO 福田 尚久

電話 03－5767－9100（代表）

 

 

 

主要株主の異動に関するお知らせ 

 

2010 年 4 月 2 日付で日本通信株式会社（以下、「当社」という）の主要株主に異動があ

ったことを、本日確認いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１. 異動について当社が知るに至った経緯 

 

PAMA グループ・インク（以下、「PAMA」という）は香港を拠点とする機関投資家（プ

ライベート・エクイティ）であり、当社がまだ未上場であった 1999 年から 10 年以

上当社株式の所有を継続している株主です。PAMA は、その運用するファンドによっ

て当社株式を所有しており、これらは全て香港上海銀行（HSBC）に預託されていま

す。そのため、HSBC の当該口座（エイチエスビーシー ファンド サービシィズ クラ

イアンツ アカウント 500）が、2009 年 9 月 30 日時点で当社の主要株主であり筆頭

株主となっていました。 

 

その後、PAMA は、2010 年 1 月 22 日に当社株式を一部売却しましたので、以後、筆

頭株主ではなくなっています（詳細は、2010 年 2 月 2 日付当社開示資料「主要株主

である筆頭株主の異動に関するお知らせ」をご参照ください）。 

 

今般、2010 年 4 月 2 日の夕方に、PAMA の日本における代理人から、PAMA が HSBC の

口座に預託している当社株式の一部を売却した旨の連絡がありました。 

そのため、当社は、同日夜に PAMA に対して株式一部売却の有無および売却株式数に

ついて照会し、本日 4 月 5 日に PAMA からの連絡により、株式売却の事実並びに同社

が現在保有している当社株式数について確認することができました。その結果、今

回の当社株式の一部売却により、これまで当社の主要株主であったエイチエスビー

シー ファンド サービシィズ クライアンツ アカウント 500 は当社の主要株主に

該当しなくなったものと判断するに至りました。 
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２. 当該株主の名称等  

 主要株主でなくなったものの名称等 

① 名 称 エイチエスビーシー ファンド サービシィズ 

クライアンツ アカウント 500  

② 本 店 所 在 地 1 QUEEN’S ROAD CENTRAL HONG KONG 

③ 常 任 代 理 人 東京都中央区日本橋三丁目 11 番１号 

香港上海銀行東京支店 

④ 主な事業内容 株式の保管業務 

 

 

３．異動前後における当該株主の所有株式数（議決権の数）および総株主の議決権の数に 

対する割合 

  

 所有株式数 

（議決権の数） 

総株主の議決権の

数に対する割合 

大株主順位

異動前 

（2010 年 1 月 22 日） 

139,935 株 

（139,935 個） 

10.48％ 第２位 

異動後 

（2010 年 4 月 2 日） 

132,935 株 

（132,935 個） 

9.94％ 第２位 

   

（注１） 総株主の議決権に対する割合は、2010 年 1 月 22 日の発行済株式総数

1,334,805 株、および 2010 年 4月 2日の発行済株式総数 1,337,240 株から、

議決権を有しない株式である 150 株をそれぞれ控除して算出しています。 

（注２） 上記については、エイチエスビーシー ファンド サービシィズ クライアン

ツ アカウント 500 の実質的な所有者である PAMA グループ・インクへの照

会に基づいて算出したものであり、当社として、当該株主の実質所有株式

数を確認したものではありません。また、大株主順位につきましては、現

時点における最新の株主名簿である 2009 年 9 月 30 日現在の当社株主名簿

に基づき、当社が想定した順位を記載しています。 

 

４．今後の見通し 

今回の異動が当社の今後の見通しに与える影響はありません。 

以上 

 

■日本通信株式会社 会社概要 

社名： 日本通信株式会社（大証ヘラクレス市場：9424） 

代表者： 三田 聖二（代表取締役社長） 

設立： 1996 年 5 月 24 日 

事業内容： ●MVNO のパイオニアとして、MVNE および MVNO 事業を展開 

●インフィニティケアの名称で法人向けデータ通信サービスを End to End で提供 
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●ｂモバイルの名称でインターネット接続商品を提供 

●通信電池のコンセプトで機器組み込み型通信サービスを提供 

●MVNO 向けに、モバイル・ネットワーク、技術、ノウハウ等を提供 

＊ インフィニティケア、ｂモバイル及び通信電池は日本通信株式会社の登録商標です。 


